生物基礎２-４
光合成～葉緑体でもＡＴＰがつくられている～
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【目的】　次のことが分かる。

①　植物は二酸化炭素と水を材料に有機物を合成し、そこにエネルギーを貯蔵している。
②　有機物を合成するためのエネルギーはＡＴＰによって供給されている。
③　ＡＴＰは光エネルギーによって合成されている。
【目標】　次の目標を全員達成する。

①　光合成について説明できる。

②　有機物にエネルギーが貯えられるまでのエネルギーの流れを説明できる。
③　呼吸と光合成の共通点を説明することができる。
【ポイント】 光合成とは植物が二酸化炭素を吸って酸素を吐くこと？
光合成は中学校でも学習している内容ですが、ここでおさらいしてみましょう。例えば「二酸化炭素を吸って酸素を出すこと」という説明は間違いではありませんが、本質ではありません。どのような説明がよりベターかみんなで話し合ってみましょう。
光合成の本来の目的はエネルギーの貯えとして「有機物」をつくること。
授業でも大切にしている「目的」。生命現象を考えるときに、やはり「目的」＝ゴールは大切になってきます。光合成のゴールは何か。少なくとも「酸素を吐き出すこと」ではないです。もちろん、植物が酸素を放出することで、たまたま動物などの生物が生きていけるわけですが、それはあくまで動物目線での話です。では、植物は何のために光合成をしているのか。それは、植物自身が利用するエネルギーを「有機物」という形で貯えることにあります。簡単に言い換えれば「有機物」をつくるとうことです。また、つくられた有機物は自分自身の体をつくり、成長させることにも関わってきます。光合成は植物が生きるための、メインの生命活動といえるでしょう。
　　　　　　　有機物の材料となるものは空気中の「二酸化炭素」と根から吸い上げた「水」。
有機物を合成するためには、もとになる材料が必要になります。植物の優れているところは、この材料が非常に簡単に手に入る空気中の「二酸化炭素」と地中にある「水」を利用することです。これらをもとに、有機物を合成しています。有機物をつくるときに余った材料が「酸素」で、これはいらないものなので外に排出します。化学反応式で表すと以下のようになります。

　　　　　　　　　　６ＣＯ２　＋　６Ｈ２Ｏ　　→　　Ｃ６Ｈ１２Ｏ６　＋　６Ｏ２　　
　　　　　　　有機物を合成するためのエネルギーもやっぱり「ＡＴＰ」。

　　　　　　　  物質の合成にはＡＴＰからのエネルギー供給が必要です。ここでもう一つ植物の優れている点は、「光エネルギーからＡＴＰを合成できる」ことです。中学までは、光エネルギーを用いて有機物を合成すると学習しましたが、実は光エネルギーから合成されるものはＡＴＰだったのです。ＡＴＰさえあれば、有機物の合成ができます。このように、「光エネルギーからＡＴＰを合成し、そのエネルギーを用いて二酸化炭素と水から有機物を合成する」という一連の反応を光合成と言います。光合成は葉緑体で行われます。
【課題】　

１．光合成について「二酸化炭素」「水」「有機物」「光エネルギー」「ＡＴＰ」を用いて説明しなさい。
２．呼吸と光合成の共通点を挙げよ。
